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1　はじめに

水田利用再編も第二期体制に入り，水田の畑転換面積は拡大されつつあり，それに伴って転換対象と

なる水田の土壌条件は多様化し，また．転換年数の経過とともに，その間の土壌管理の如何によっては，

土壌の理化学的な変化の進度も異なり，転換という目的は同じでも，立地・土壌条件や導入される作物

の種類によって．畑作物安定生産への手段は当然異なり，画一的な対策では不十分な面がみられるよう

になってきている。さらに，転換畑の再水田化をはかった場合でも，転換作中の作物栽培法や土壌管理

の手段によっては，水稲作に及ぼす影響も異なってくる。

水田の畑転換の実状は，面積的には目標を達成しているものの，一部にはまだなげやり的な放任転作

がみられ，特に個別転作（いわゆるバラ転）でこのような事例が多いようである。そしてこれが農家の

経営を圧迫し，農業意欲の減退にもつながってくるが，このような足ぶみの一因として．畑転換する場

合の適地判定の基準が十分でなかったことなど，土壌肥料の立場から反省させられるところもある。

水田の畑転換に当って，排水促進は，水田立地を畑立地にするための基本条件であるが，その上で変

化してゆく土壌条件あるいは作付時点の土壌条件と，作物の欲する条件との歩み寄りが必要であり，こ

れがうまく連繋されて始めて安定生産の達成が可能となり，転換畑の定着化が進むものといえよう。

したがって，いわゆる基盤対策は，いわば転換当初の前期対策というべきもので，排水をとり透水性

を付与することにつきるが，これらの効果に優劣を生ずるのは，土壌の立地条件に合った施工がなされ

ているかどうか，また，特に排水条件の劣るような平坦な地域では．大規模に集団化されて，用排水シ

ステムが合理化されているかどうかが大きく影響していると思われる。

このようにして基本的な基盤条件が整えば，次の対策としていわゆる土撞管理の重要な時期に入って

くる。土壊管理の狙い所は，蓄積された水田地力をうまく生かしながら．畑作物の生育を支配する大き

な要因である．有効水分や土壌養分の変動方向と，そのコントロールを如何にするかにかかってくる。

特に後者では，養分溶脱に伴う稀薄化と酸性化傾札養分的バランスの間軌有機物との関連で考慮す

べき自然肥沃度の変化などが問題となり，その対策を講じてゆくことである。さらに，爛転作に伴う土

盤の養分的・生物的劣化を回復させる手段として，田畑輪換という体系が見直されることになるが．転
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換畑から再び水田化する逆の接点における土壌の理化学性変化に対応した対策も・土壌管理上重要とな

る。

2　東北地域に分布する土壌の実態

土壌について検討する場合．まず土壌の基本的な性格が問題となる。そこで，東北地域における土壌

分布の実態の概略についてふれておきたい。

日本の耕地土壌の実態を全国的に把握するための基本的な土壌調査は・全国同一レベルの技術をもっ

て同一視点から，過去20年間にわたる農林省の継続草葉として実施され・昭和53年には全国各県の総合

的なとりまとめが完了している4㌔

それによると．全国508万加の耕地は，16土壌統群・320土壌続，に分類され・土壌生産性分級図と

して5万分の1地形図にのせた土堤図も，地域別に全国分が完成している。土壊統というのは・土壌分

類の最小区分単位で，土壌の堆積様式を示す土瑳断面の代表的なものと思われる断面形態を示す土地の

固有名称をつけているが，その性格の似かよったものをいくつかまとめて土壌の性格を表現したものが

土壌統群であり，さらに土塔固有の特性をまとめて土壌群としている。

東北地域の耕地面積は，水田65万加，畑（樹園地を含む）30万血で・合計95万血となっているが・土

娠分類の結果は，15土壌君巨51土壌統群。220土壊乱と分頬されている0このうち・畑土壌のみに存

在するものが．3土壌群・14土壌統群・87土壌統となっているので・水田として利用されている土壌は，

12土壌群・37土壌統群・133土壌続，となり，これが畑転換の対象となる土嬰である0

この分布を東北地域について．図－1では土壌群別に，表－1では主な水田土壌について・土壌乳

土壌統群別に各県1位の分布面積を示した18・20）。これからみられるように，東北地域では・地下水位が高く，

グライ唇※をもつ排水不良のグライ土⑭が巧を占め，秋田・山形。青森の各県で1位の広がりを示す0

図－1土壌群別分布割合（東北地域水田）
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注）土壌群名

㊥　果　ポク　土

㊥　多湿黒ボク土

㊥　黒ボタグライ土

㊥　褐色森林土

㊥　灰色台地土

⑳　グライ台地土

（診　黄　色　土

⑩　褐色低地土

⑱　灰色低地土

⑭　グ　ラ　イ　土

⑯　黒　泥　土

⑯　泥　炭　土



表－1　東北地域における主な水田土壌の分布

土　 境 群 名 土 壌 統 群 名 分布面積 （千わ） 東北 6 県 における分布 （千如）

14　グ　 ラ　 イ　 土　　　　　　　　　　　　　　　　 2砥 5 ㊨ 65，⑳ 52，宮 33，㊨ 30 ，福 17

A　細 粒 強 グライ 土 78．5 ㊤ 32，秋 16，青 12

D　細 粒 グ ラ イ　土 73．5 ㊨ 36．宮 12

13 変 色 低 地 土　　　　　　　　　　　　　　　 1肌 2 ㊨ 53．⑳ 36 ．山 28，秋 26，青 22．岩 18

D 震 粒 灰者 低 地去
70．6 ㊨ 25，㊨ 16 ．山 14

E 戻粗拉管 低地嘉 37．0 ㊨ 12，宮 11

04　多湿黒ボク土　　　　　　　　　　　　　　　　　 78．3 ⑳ 38 ，山 12　 福 10

D 委 居 着 鳶 竺 44．4 ㊨ 21

15　黒　 泥　 土　　　　　　　　　　　　　　　　　 43】7 宮 22　　　　　　　　　　 （全国 1 位）

16　泥　 炭　 土　　　　　　　　　　　　　　　　　 41，9 肯 16 ，宮 14　　　　　　 （全国 2 位）

注）　県名　は各県での分布面積一位を示す。

氷　グライ層とは，常時地下水に浸っているため水分過剰で，土壌中の酸素が欠乏して還元状態を呈している土

層のことで，還元された鉄分のため，土色は青灰～緑灰色である。グライ層の深さはノ　土壌の排水状態を知る

一つの有力な目やすとなる。

また，海岸や河岸の沖榔軋谷底平地，扇状地に多くみられる，グライ土が酸化された灰色低地土⑯が

これに次ぎ，福島・宮城の両県で1位の分布を示す。さらに火山の多い東北では，これからの降灰を母

材とする黒ボク土の水田⑭も多く，岩手県で1位の分布である。なお，排水不良地の代表とされる黒泥

土◎や泥炭土⑳は，地域別にみると，黒泥土面積は全国一位，泥炭土面積は北海道に次ぐ分布を示し，

これらからわかるように，東北地域の水田は排水不良のものが多く，畑転換に際しては苦労の多い土壌

の分布が極めて多いことが知られる。

土壌の分類は，現地調査結果からすぐ判定できるが，土壌の性格をより明確にするためには，土壌の

化学分析結果なども加味する必要がある。土壌の性質を表現するとみられる項目を衰－2に示したカ～，4），

これらについて得られたデータの大小によって土壌生産力可能性等級をきめて分級できるようになって

おり，その区分は「正当な収量をあげ，正当な土蟄管理を行う上で，土壌的に殆ど制限因子や阻害因子

がなく．土壌悪化の危険のない良好な土地」をⅠ等級とし，以下その程度によって，若干の制限因子や

阻害因子があって，土壌悪化の危険性が多少存在する土地」をⅡ等級．「かなり大きな制限因子や阻害

因子があり，土壌悪化の危険性がかなり大きい土地」をⅢ等級「極めて大きな制限因子や阻害因子が

あり，土壌悪化の危険性が極めて大きく．耕地利用が極めて困難な土地」をⅣ等級とする，4区分に分

級されている。

そこで．土壌管理の一つの目標としては，このようにして判定された結果の，Ⅲ～Ⅳ等級にランク付
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けされたものを．少なくともⅡ等級まで格上げさせることが必要とされ，皿～Ⅳ等級にランクされた項

目に対して．集中的な改善手段を加えることになり，土壌管理上の基本となる指針が得られるようにな

っている。

表－2　土壌生産力可能性分級に必要な項目

基　 準　 項　 目 略号 要　　 因　　 項　　 目 表　　　　 示　　　　 例

（1） 表 土 の 厚　 さ と

表土の土佐．粘着性．風乾土の硬さ

◎水田の場合 ：皿JγⅡ／ル

（2） 有効土壌の深さ d

g

P

㊨ Ⅰ‘ⅠαⅠ脚 皿J皿γⅡ／ⅡルIiIα

（3） 表　 土　 の　 礫 透水性が劣 り，グライ化が進

（4）耕 うん の 難 易 み易 くてⅢ等級となり，養分

（5） 湛 水 透 水 性 J

r

び

作土下50m の土佐．ち密度 （水田利用

の場合）
的にもやや考慮が必要。

（6）酸 化 還 元 性
易分解性有機物．遊離酸化鉄の含量 グ

ライ化度
㊥畑の場合 ：皿元Ⅱ曲 げ

（7）土 地 の 乾 湿
透水性，保水性，湿潤度 （畑利用の場

合）
⑧ Ⅰ土山Ⅰ脚押 （ひ）げ Ⅲ几IiIαⅠ∫Ie

（8） 自 然 肥 沃 皮 ／ 保肥力．固定力，土層の塩基状態 養分的にかなり稀薄でⅢ等級

（9） 養 分 の 豊 否 れ

乙

α

∫

β

置換性の石灰 ・苦土 ・加里，有効態の
窒素．燐酸 ・珪酸，微量要素．酸度

となり，干害や施肥改善に留

（10　障　　 害　　 性 有害物質の有無．物理的障害性 意する。

ll） 災　　 害　　 性 増冠水 ・地すべりの危険度 ㊥ Ⅰ等級の表示は省略 して，

は　 傾　　 斜　　 性
傾斜 （自然 ・人為）と方向 （畑利用の
場合）

のように簡略分級式として表示

伯） 侵　　　　　 食
侵食皮，耐水食性，耐風食性 （畑利用

の場合）
する。

これらは．表－2の表示例のように分級式化して示されるようになっているが，例えば水田の場合の

例でみると，この土壌は才の湛水透水性と，γの酸化還元性でⅢ等級になっていることがわかり．まず

この両者を改善するために，暗渠や心土破砕などによる透水性付与の方向の対策を優先すべきであると

みなされる。

このように分級した結果を東北地域でみると，表一3のとおりであるが2甑等級以下が43％あり，水

田の半分近くは何らかの改善対策が必要と認められる。

このように，東北地域の水田は，物理的にも化学的にも問題のある土壌が多いため．それなりに土壊

管理には留意すべきであるといえよう。
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表－3　東北地域における水田の生産力可能性等級別県別面積

（地力保全基本調査総合成績書，県別版から作成）

　 日

県名 級

水　　　　　　　 田 全　　　 耕　　　 地

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計

青　 森
0 53 ，574 42．808 128 96 ，5 10 0 110，562 60 ，089 200 170 ，8 51

（一） （55 ．5 ） （44．4） （0 ．1） （100 ．0） ぐう （6 4．7 ） （35 ．2） （0．1） （100 ．0）

岩　 手
0 54 ，06 7 46，112 3，459 103 ，638 27 79 ，64 2 82 ，99 1 5，552 168 ．312

（－） （52．2 ） （44．5） （3．3） （100 ．0 ） （0 ．0 ） （47．4） （49 ．3） （3．3） （100 ．0）

宮　 城
0 7 2．402 39 ．949 1．410 113 ，76 1 0 90 ，06 0 55 ．331 2，976 148，347

（う （63．7 ） （35 ．1） （1．2） （100 ．0） ｝ （60 ．7） （37．3） （2．0） （100 ．0）

秋　 田
0 54 ，603 65 ，43 1 1，057 121，091 430 58．204 8 3，255 3，637 145，526
（－） （45．1） （54 ．2） （8 ．7） （100．0） （0．3 ） （40．0） （57．2） （2 ．5） （100．0）

山　 形
0 6 4，741 49 ，489 0 114，230 1，105 79．216 6 8，530 2 ，480 151 ，33 1

（づ （56．7 ） （43．3） （う （100．0） （0．7 ） （52．4） （45．3） （1．6） （100 ．0）

福　 島
10 74，828 27 ，632 － 102，470 10 114，223 52，797 20 167 ．050

（00 ） （73．0 ） （27 ．0） （う （100．0） （0．0 ） （68 ．4 ） （3 1．6） （0．0） （100 ．0）

東 北 計
10 374 ，2 15 27 1．421 6，054 651，700 1，572 53 1，907 402 ，973 14，865 96 1，417
（00） （57，4 ） （41．7） （0．9） （100 ．0） （0．1） （55 ．9 ） （42 ．4） （1．6） （100 ．0）

注）上段は面騎1仏，下段（）内は検比率％

3　土壌的にみた畑作物栽培可能地の判定

今まで述べてきた土壌調査の結果を，転換畑作のために活用しようとして，土壌の性質を示す分級式

をさらに簡略化し，また．作物の要求する最低の土壌条件をも同様に分級化して，両者の比較の上で，

その作物はそこの土壌に栽培可能かどうか，栽培不可の場合は何が阻害要因になっているのかを判定し

ようと試みたものが，東北6県農試土壌関係者の協議のもとにまとめられ，東北農政局から出されてい

、ゴミ一二

転換畑作を考えた場合は，土壌の性格を示すために，表－2にあげた分級の項目を全部とりあげる必

要はなく，さし当って必要な項目，つまり，土壌の物理的な性格や地下水の影響が示される項目をとり

あげて．その土壌のもつ性格を示すようにする「土壌の簡略分級式」を設定する一方，その項目を用い

て，作物の安定生産に必要とする最低限の土壌条件を「作物の限界簡略分級式」として設定し，両式の

比較から，作物栽培の可否を判定，または改善点の摘出に当てようとしたものである。この両簡略分級

式に用いた項目と等級基準は表－4に示した5項目である。土壌については土壌調査結果からすぐ引き

出せるものであり，新たに調査する場合は，この項目についてのみ調査を実施する。作物の限界分級式

は，この項目のみで厳密に規定することは，勿論困難であり適正を欠くとも思われるが，作物の特性や

実際の栽培様式などを念頭において．必要最低限の等級を設定したもので．その一例を表－5に示した。

両者の関係は次の例のようになる。

（例）土壌の簡略分級式　Ⅲ抄Ⅱd（抄）∫OHCは

Ⅲひ：土地は過湿の恐れが多く

Ⅱ（∽）：過千の恐れは少ない
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表－4　適地判定の基準項目と等級判定基準

項　　　　 目 記 号 基　　　 準　　　 量 等　 級

有 効 土 層 の 深 さ d

100cm 以上 Ⅰ

50～ 99珊 Ⅱ

30～ 49 珊 Ⅲ

15～ 29 の兜 Ⅲ～ Ⅳ

14珊以下 Ⅳ

表 土 の 礫 含 量 g

4 ％以下 （な し～あ り） Ⅰ

5～　 9％ （含む） Ⅱ

10 － 19 ％ （富む） 皿

20 ～ 49 ％ （す こぶる富む） Ⅳ

50％以上 （礫土） Ⅴ

土 地 の 乾 湿

乾 （扉

過乾の恐れがない （Ⅰ）

〝　　　 ある （少 ない） ㈲

〝　　　 多い （咄

〝　　　 甚 しい 師

湿 l〟

過湿の恐れがない Ⅰ

〝　　　 ある （少ない） Ⅱ

〝　　　 多い Ⅲ

〝　　　 甚 しい Ⅳ

傾　　　　　　　 斜 ∫

㌘以内　　 （平坦） Ⅰ

ヂ～　 80　 （傾斜あ り） Ⅱ

ヂ～ 150　 （緩傾斜） 皿

貯 ～ 250　 （急傾斜） Ⅱ～ Ⅳ

2伊以上　 （　 〝　 ） Ⅳ

表 土 の 土 佐

砂　 質 S S，L S Ⅱ～ Ⅳ

壊　 質 L S L ，F S L ，し，S iL Ⅰ～ Ⅱ

枯　 質 C L S C L ．C L ．S ic L Ⅱ～ Ⅲ

強 枯 質 H C S C ，S ic ，L ic ，H C 皿～ Ⅳ

Ⅱd：有効土層の厚さは，50珊以上で，

〔Ⅰタ〕：礫はなく．（Ⅰ等級は表示を省略）

Ⅱ∫：傾斜は8度以下であるが．

HC：表土の土性は強枯質。という性質をもつ土壌であることを示す。

一方．作物の限界分級式を大根で考えると，Ⅲ（ぴ）Ⅱdひざ・除強枯質となり，この適地は．

Ⅲ（扉：土地は過乾の恐れが多くても，

Ⅱけ：過湿の恐れが少なく．
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Ⅱd：耕土利用の深さが50仇以上で．

〔Ⅰタ〕：礫がなく．

Ⅱ∫：傾斜が8度以内で，

除強粘質：表土の土性が強粘質でなければ，大根栽培は可能，とみなされる。

表－5　限界簡略分級式からみた作物の好適土壌条件（例）

限 界 簡 略 分 級 式 栽 培 可 能 な 土 壌 の 条 件 適　　 作　　 物

Ⅲd Ⅱg 比・くわ ・除強粘質

皿d ひⅡ如 ）タ ・除強粘質

皿d （ぴ）Ⅱぴんタ ・除 強枯質

Ⅲd （扉Ⅱが

Ⅲd （ひ）Ⅱg 比′∫

〝 ・除強 枯質

Ⅲ（血 d 肘 ・除強枯質

Ⅳd Ⅲg 比■∫Ⅱひ

Ⅳ細 ブタⅡひ（∽）

Ⅳ抄Ⅱd

・礫 を含ん で いて も，耕土 が 30m 以上 で，過湿 ・ ・キュウ リ， トマ ト

過乾 の恐 れが少 な く， 強粘 質 を除い た土 地 ナス， ピーマン

●礫 を含む が．耕土 は 30m 以上で ，過湿 の恐れ が ・キャベツ，ハクサイ．

多 いが ，過乾 の恐 れの少 な い．強粘質 を除 いた ホウ レンソウ． レタス，

土地 カリフラワー

・耕土 が 30仇 以上で ，過乾 の恐れ が多 くて も， 過 ・カブ，ニンジン （短）

●イチゴ，サヤエソドゥ，

湿 の恐 れが少 な く礫の な い強粘 質 を除 いた土地

・礫 を含 む が，耕土 30cm 以上 で．過 乾の恐 れが 多

くて も，過湿 の恐 れの ない土地 ソラマメ

・礫 を含 むが，耕 土 は30仇 以上 で．過 乾の恐 れ は ・大麦 小 麦，大 豆 ′ト

多いが ，過湿の 恐れ の少 な い土 地 且，ソバ，ニンニク

・仝 上で ，強枯質 を除 いた土地

・過 乾の恐 れが多 くて も，耕土 が 50仇 以上 で ，過

●トウモロコシ，ナタネ．

カボチャ，スイカ∴露

地 メロン，アスパラガス

カンショ，バ レイショ

・ダイコン，ニンジン（長）

湿 の恐 れが少 な く，礫 のな い，強粘質 を除 い た ゴボウ

・イネ科牧草

・豆科牧 草

●レンコン．クワイ

土 地

・礫 に富 む浅耕土 の急傾斜 地 で も．過 湿の おそれ

があ って も，過 乾 の恐 れの 少な い土 地

・礫 に富 む浅 耕土 の急傾斜 地 で も，過 湿 ・過 乾 の

恐 れの 少 ない土 地

・過 湿 （湛水 ）で も50珊 以上 の礫 のな い土 層を有

Ⅳ抄ⅢdⅡg（∽）∫

する平坦な土地

・過湿（湛水）でも，過乾の恐れの少なく，礫を

含んでも30m以上の耕土をもつ土地

・ハトムギ

今，両者の分級式を比較すると，土壌条件がこのままでは．大根栽培はむずかしいが，土壌のⅢUと

HCを改善すれば，大根栽培は可能となることから，排水促進による土壌の乾燥と，粗大有機物投入な

どによる強粘性の改善対策によって，栽培可能になることを示すことになる。
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以上のように．土瑳調査の結果から，旭転換に際しての適地の判定や・主要な基本対策の摘出ができ

るようになっており，そのより一層の活用を望みたいところである。

4　土壌管理上の基本目標と問題点

前述のように．土壌管理の目標は，土壌生産力可能性等級を・少なくともⅡ等級以上に維持すること

ともいえるが，その際，土壌のもつべき主な要因の最低限界目標値は・現在までの各種の調査結果から

帰納された値として．表－6のように示されている1・リ9）。

水田の畑利用に際しては，畑と

しての数値が目標となるが，この

値から水田土壌と畑土壌のちがい

をみると，畑にする場合には．作

土深，地下水位，孔隙量，PH．

有効態燐酸，塩基飽和鼠透水量

を水田より高める方向にもってい

く必要がある。これらの目標値は．

土壌改良の最低目標値ともなる。

土壌の種類による目標値には大き

な差はないが，この目標値にもっ

てゆくための手段としての土壌管

理の方法が．黒ボク土であるとか，

あるいは粘質皮か砂質土かなどの

ちがいによって異なってくる。ま

た，やさい跡地などでは施肥量が

かなり多くなる場合もあることか

ら，その土壌の塩基類が目標値を

はるかに上回る例もみられる。し

たがって，特殊な成分を除いては，

過剰の限界が明確でない現在，塩

基バランスを重視する方向で検討

することになろう。

表－6　土壌条件の維持すべき目標値

項　　　　　　　　 目 水　　　　 田 畑

作　　　　　 土　　　　　 深 毎） 15 ～ 20 20～ 30

根　 城　 ち　 密　 度 （山　 中　 式） 20 以 下 20 以 下

地　　　 下　　　 水　　　 位 伽 ） 50 以 下

5．5～ 6．0

20～ 15（粗粒

で10以上）

60 以 下

粗孔隙量 （P F l．5 空気量） （喀） 15～ 20

p H （H p ） 6．0 ～ 6．5

E C　　　　　　 （耽り） 0．5以 下

15以上 （粗
粒で 5以上）塩　 基　 置　 換　 容　 量 0腫）

置 換 性 石 灰　 （C a O ） （噂） 200 以 上 200－ 300

置 換 性 苦 土　 （M g O ） （呼） 25以 上 20～　 40

置 換 性 加 里　 （K 2 0 ） （呼） 15以 上 15～　 30

石 灰 苦 土 比　 （C a O ／M g O ） 6以 下 6　以 下

苦 土 加 里 比　 （M g O ／K p ） 2 以 上 2　以 上

塩　　 基　　 飽　　 和　　 度 （喀） 60～ 80 80

有　　 効　　 態　　 燐　　 酸 （呼） 10以 上 20 以 上

有　　 効　　 態　　 珪　　 酸 （呼） 15 以 上

（100）

遊　　 離　　 酸　　 化　　 鉄 （喀） 1．0 以 上

易　 還　 元　 性 マ　 ン　 ガ　 ン（呼） 5以 上

透　　　 水　　　 量 （間／day ） 20

この目標値に近づき．かつそれを維持するために，土壌管理が重要となるが・その際の問題点として

は，次のような点があげられよう。

（1）土性は，土壌固有のものであるが，水分条件とからんで砕土佐の良否を支配し，また・畑状態で

の保水性や養分の溶脱に伴う土壌の化学性変化の速度にも関係するが・それらの好適条件をいかにして
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維持するか。

（2）土壌水分は，畑作物では特にその生育を支配する大きな要因である。過湿・過乾にならないよう

にして，なおかつ必要時期に充分な水分を供給するためのコントロールー勿論，土佐や地下水位とも

関連するが－や有効水分の確保をいかにするかが重要となる。

（3）土壌養分の多少は直接作物生産量に関わり，その調整は或程度までは施肥などにより可能である

が，畑化に伴う移動の方向とその量，pHの低下，微量要素の問題など，土壌の種類による差も大きい

ことから，それらを見極めた上での対応が重要となる。

（4）水田に比べて，畑における地力消耗の著しいことは明らかにされているが，畑土壌の化学的劣化

や，連作障害を促すとされている消耗有機物の補給は重要である。しかし，現状では有機物資源の確保

に難点があるため，地力蓄積の方向である再水田化を含めて，田畑輪換年数をも考慮した作付体系など

による対応や．廃棄有機物資材の活用なども考慮する必要があろう。

（5）田畑輪換方式をとり入れた転換畑の再水田化は，湛水によって畑化に伴う土壌の劣化を回復させ．

地力の蓄積．連作障害の軽減ないしは回避などにも関連して．有効かつ必要な手段と考えられる。しか

し，前畑作物の種類や土壌によっては，畑転換による土壌の物理的・化学的変化が大きく．水稲の生産

性を不安定にする例も一部にみられる。例えば，畑作物残根による耕転難や異常還元の発現，また，透

水過多に伴って，特に山間高冷地での冷害助長の恐れなどがあり，これら各種条件に対応した作業や管

理が重要となる。

そこで，以上の諸問題に開通した試験結果について検討してみたい。

5　土壌管理に関する試験結果から

1）排水施工法の確立

排水条件を整えることは，水田の畑転換に際しては基本となるものである。土壌の水田的特性は，乾

燥・酸化によって畑地化が促進されるが，そのためには，降雨時の余剰水などは速やかに排除可能とす

ることが重要である。

排水工法については，すでに幾多の試験結果もみられ，施工技術も確立しているとみてもよいと思わ

れる。

表－7は，東北地域に多く分布する低湿な土堤に対する排水条件整備のための技術指針である。明渠

によって停滞水を排除し，土壌中の過剰な水分は各種の暗渠によって処理し．さらにその効果を高める

ために，ち密層や鋤床層の破砕を組み合せるなど，条件に応じて営農段階で実施できるように対策を示

してある。ただし．これら施工後の効果を高めて．徹底的な排水乾燥をはかるためには，施工後の排水

機構の維持整備や，大規模集団化によって，荏排水施設の合理的な運用をはかることが重要である。

図－2・3は，排水性に関係する，土壌への水の侵入度を現地条件で測定した結果であざも

図－2の方は，土堤の種類による違いを示しているが．地下水位の高い強グライ土壁である下2つの

西山統・下谷地続では，直線が下の方にあって，その傾斜も少ないことから，全体に水の侵入量が少な
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表一丁　東北地域における主要土堤区分別転換対策の技術指針（抜粋）

L 壌 類 型 【ぺ 分

04 多＃‘l、’－‾7 7 卜

D ：英明樹種’Ⅳ机即．1十7 t

13 灰色依拠J

D 牒晰状色底地i二，眈褐糸

難 馳 駆 漂 ㌔ 晶 覧　 庸 好 打　　　 必 要 な 転 換 対 策

易膠 等 ■土壌透 l
氷床敬 弓
㍗ 嘗 恒川 恥町 撃㍊ 劾昧層の防 軟化

撼水き▲i諾 き† 心土破砕　 そ　 の　 他

l

l上 欄叉は無弓
中、良 1 中～高 へ ハ L

▼一十

′つ ㌦ 上　l
十 △ ら

排水不良阻場で
は高畦耗培

l
・ら ：古文は無

l

中、悪 ■
L
低父は中 ∴

」 」

【 △ ○ （⊃

E　柵柵 柁　 色色　 地七七　灰　 系　C ！ 有 小一良 1 枚 ：〇 〇・
L　　 芸等笠島宝忘■

14 7’ ゥ r

A 脚立螢 プライ上　 L X 二 転 悪 南

中

△

△

（⊃ （⊃

t

l 亀

○ ○

】

（⊃

⊂）

深耕，高畦栽培

生し竺竺 ライ上 と△毒右又は無 悪 （⊃ （つ 　 O
l

隠陸厳培（果菜．
葉象 限棄）－

15　灰　 泥　 土
1 す 有又は無L　悪 中～馬 △ 0 △ ○ （〕 高畦栽培（大乱

上皇1 一＿
作土層薄い場合
は客土

16 泥 炭 土　 一 下 有又は無 中～患 低父は商　△～○ c l △ 1l
（⊃ △

l

注）l∴圃場の排水条件」の「難易川　○：易‥ゝ：中・九：規
同「土壌透水係数」欄　良二K＝10一・1以上中＝K＝二川‾いて恐＝K＝1（）一以下〇
剛一排水路水位」闇　高：0～30‘れ中：30～6飢¶・低：弧¶以下〇
2．「畑利用の可能性」間　○：可能・△：条件により可能・×困難ウ
3．「必要な転換対策」榊l O：必乳△：条件によ。必奏

谷

図－2供試圃場のインテーク曲線

（秋田農試）

…○ 工 ○○ ○

○

○ ○

○ ○ （IB361．2れ〟N）

l（IB224．1）

鳳3（IB6・3）

胤5（IBO．2）

5　　10　　　20　30　45　60

時　　間　t　（min）

図－3　供試圃場のインチーク・レート曲線
（秋田農試）

いことを示し，図の上の方にある，強グライ土壌であるが，砂質の琴浜続と乾燥条件にある細粒質の鴨

島続では，最初に沢山の水が入るために図中の出発点は高い所にあって．直線の傾斜が少ないことから

前者と同様，時間経過に伴う侵入水量の増加が少ないことを示している。図中で急傾斜を示す幡野続は．

グライ土壌であるが，斑・構造の発達した粘質土壌であるため，最初にしみこむ水の量は少なく，出発

点の位置も低いが．直線の傾斜が急であることから，時間経過による浸入水量が極めて大きいことを示
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し，下層の構造が水みちとして連結した結果，侵入水量が大きくなったものと思われl構造の発達は透

排水性向上に大きな影響をもっていることがわかる。

図－3の方は．下層垂枯な同一土堤条件（三輪統）の圃場で，排水施工法を変えた場合の結果を示し

ているが，払1・2のように，ち密層の破砕を組み合せた方が，それのない払3に比して直線の傾斜度

も大きく，かつIB（基準侵入度：ほぼ一定の侵入速度となったときの侵入水量を示す）からみても明ら

かに侵入水量の多いことがわかり，透排水性の向上には，現地条件に即応した施工法の選定・組み合せ

が重要であることがわかる。

ただし，田畑輪換体系を考慮した場合は，再水田化に当って透水過多の問題があり，本暗渠施工に際

しては．水間の設置や，弾丸暗渠や心、土破砕の実施に当っては，全面施工か部分施工かを充分検討の上

排水施工を実施することが必要となろう。

2）砕土性の向上

砕土は，特に強粘質土壌では水分条件ともからんで問題となる。砕土率が悪い場合は，毛管水の利用

ができなくなって干害をうけやすく，逆に降雨の際，下層の透排水性が不良であれば，土塊間隙が飽水

状態のまま長くおかれて湿害をうけるなど，両極端の現象が起りやすく，特に畑転換初期の1～2年は，

播種時や初期生育確保の上で問題を起しやすい。

営農的にみれば，現在は大型機械化も進み，作業機の種類も多くなっているので，耕転回数，耕転爪

の選定．耕深．耕転速度などの配慮で，対応はそれほどむずかしいとは思われないが，それでもなお土

佐や耕定時の土壌水分条件を考慮して作業を実施するのが得策であることはいうまでもない。

表－8は．強粘質土焼山ic）で．作物栽培のまま放置して，毎年春にロータリー耕を行った場合の砕

土状況を調べた結果である。当初の1～2年は，砕度率（2cm以下の土塊の重量割合で示す）は30％台

で良くないが，3年目になると75％台となり．以後は65％以下にはならなかった。このように，年次経

過とともに乾燥が進んで砕土率は年々向上することが知られるが，土壌の水分条件を選ぶことや耕転回

数をふやすことも，砕土率向上には必要であることが認められる。

表－8　年次経過と砕土率（秋田農試）

　　 経 仇

経 過 年
＞　 5 仇 5 ～ 3 3 ～ 2 2 ～ 1 1 珊 ＞

砕 土 率 儀

（勿

含 水 比

（嘲

1　 年　 目 5 0．4
1

16．5 1 4．5 18．6 3 3．1

2　 年　 目 30 ．5 18 ．0 16 ．3 15 ．9 19 ．3 3 5．2

3　 年　 目 0．8 7．7 16 ．7 19 ．9 5 5．0 7 4．9

4　 年　 目 0．3 2．4 1 0．9 2 6．6 5 9．9 8 6．5

5 1 回 が け 0．0 1 1．4 2 0．6 2 6．0 4 2．0 6 6．0 5 7．3

年

目
2 匡ほ i け 0，0 0．0 2 0．5 2 7 ．8 5 1．7 7 9 ．5 4 4 ．7

注）Ⅰ2cm以下の土塊の割合

土佐はLiC
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表－9は，HC～Licのような強粘質土壌を．湛水しないようにして自然条件下に放置し，降雨と直

射日光による乾湿を，8～12月の期間．反覆させた場合の土塊の崩壊性を調査した，モデル実験の結果

であざ）ここれによると．粘土含量の多い方が乾湿反覆によって．伸縮の程度が大きいために崩壊性の大

きいことが認められる。また，下の構棒グラフは，同じ土壌を，一定の大きさに成形して，室内で自然

乾燥させる程度で，指圧で崩れやすい時点の水分を毎日チェックして得られた結果である。ここでは，

枯土の少ない程，崩れやすくなる水分条件に達する日数が短く，崩れやすい水分の幅が大きく，またそ

の適水分保持の目数は長くなっている。

表一9　土佐と風化による崩壊性

拉 径 組 成 ′喀）土　 佐

■（国際法）
C ＋ F
S a n d

S i l t C la y ＞ 5 澤 5 ～ 3 3 ～ 2 2 ～ 1

H C 6．2 3 1．7 6 2．1 12 ．5 44 ．7 18 ．4 16 ．4

H C 6．0 47 ．9 46．1 3．8 38 ．1 24．5 24．5

L ic 24 ．3 33．6 42．1 6 5．7 18 ．6 4．5 4．4

L ic 42 ．2 23．7 34．1 78．6 8．1 3．0 3．0

10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　100（含水比喀）

A

B

C

D 68．0（適水分の幅を示す）

（7日間）

（6日間）

（10日間）

（10日間）

適
水
分
保
持
日
数

図－4は，土佐（粘土または砂含量により異なる）と圧砕強度（土壌が崩壊する時の加えた力）の関

係を調べた結果であるが．粘土が多

く，砂が少ないと．土塊をつぶすた

めに大きな力が必要で，耕起砕土に

も影響が大きいことを示している。

このように，土佐によって，また

土壌の水分条件によって．機械作業

の能率や精度に大きな影響があり，

砕土率向上には，作業機械の能力に●

適した水分条件を考慮することが大

切であるが，また一方では．湿潤性

の大きい強枯質土壌の場合は，畑転

換に先立って，乾田直播のような体

20　40　　60㈱0　10　20　30　40助

粘土含量　　　　　　粗砂含量

図－4　土塊の圧砕強度と粘土または粗砂含量との
関係（農技研）
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